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議員提出第１号議案 

 

職員の政治的行為の制限に関する条例制定の件 

 

職員の政治的行為の制限に関する条例を次のように定める。 

 



大
阪
府
条
例
第 

 
 

号 

職
員
の
政
治
的
行
為
の
制
限
に
関
す
る
条
例 

（
目
的）

 

第
一

条 
こ
の
条
例
は、

大
阪
府
域
に
お
い
て
公
務
員
に
求
め
ら
れ
る
政
治
的
中
立
性
を
揺

る
が
す
事
象
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み、

職
員（

府
の
職
員（

警
察
法（

昭
和
二
十
九

年
法
律
第
百
六
十
二
号）

第
五
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
地
方
警
察
職
員
及
び
地
方
公

営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律（

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号）

附
則

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
地
方
公
営
企
業
法（

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
九
十
二

号）

第
三
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き、

地
方
公
務
員
法（

昭
和
二
十
五
年
法
律
第

二
百
六
十
一

号。

以
下「
法」
と
い
う。

）

第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇

用
さ
れ
る
一

般
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員
で
あ
っ

て、

地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に

関
す
る
法
律
第
三
条
第
四
号
の
職
員
以
外
の
職
員
を
除
く。

）

並
び
に
市
町
村
立
学
校
職

員
給
与
負
担
法（

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五
号）

第
一

条
及
び
第
二
条
に
規
定
す

る
職
員（

以
下「

府
費
負
担
教
職
員」

と
い
う。

）

を
い
う。

以
下
同
じ。

）

に
対
し
て

制
限
す
る
政
治
的
行
為
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り、

職
員
の
政
治
的
中

立
性
を
保
障
す
る
と
と
も
に、

府
の
行
政
の
公
正
な
運
営
を
確
保
し、

も
っ

て
府
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
府
政
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る。

 

（

政
治
的
行
為
の
制
限）

 

第
二
条 

法
第
三
十
六
条
第
二
項
第
五
号
の
条
例
で
定
め
る
政
治
的
行
為
は、

次
に
掲
げ
る
政

治
的
行
為
と
す
る。

 

 

一

 

政
治
的
目
的
の
た
め
に
職
名、

職
権
そ
の
他
公
私
の
影
響
力
を
利
用
す
る
こ
と。

 

 
 

二 
 

政
治
的
目
的
を
も
っ

て、

賦
課
金、

寄
附
金、

会
費
そ
の
他
の
金
品
を
国
家
公
務
員
又

は
職
員
に
与
え、

又
は
支
払
う
こ
と。

 

 
 

三 

政
党
そ
の
他
の
政
治
的
団
体
の
機
関
紙
た
る
新
聞
そ
の
他
の
刊
行
物
を
発
行
し、

編
集

し、

配
布
し、

又
は
こ
れ
ら
の
行
為
を
援
助
す
る
こ
と。

 

 

四 

政
治
的
目
的
を
も
っ

て
、

多
数
の
人
の
行
進
そ
の
他
の
示
威
運
動
を
企
画
し、

組
織

し、

若
し
く
は
指
導
し、

又
は
こ
れ
ら
の
行
為
を
援
助
す
る
こ
と。

 

 

五 

集
会
そ
の
他
多
数
の
人
に
接
し
得
る
場
所
で
又
は
拡
声
器、

ラ
ジ
オ
そ
の
他
の
手
段

を
利
用
し
て、

公
に
政
治
的
目
的
を
有
す
る
意
見
を
述
べ
る
こ
と。

 

 
 

六 

政
治
的
目
的
を
有
す
る
署
名
若
し
く
は
無
署
名
の
文
書、

図
画、

音
盤
若
し
く
は
形
象

を
発
行
し、

回
覧
に
供
し、

掲
示
し、

配
布
し、

若
し
く
は
多
数
の
人
に
対
し
て
朗
読
し、

若
し
く
は
聴
取
さ
せ、

又
は
こ
れ
ら
の
用
に
供
す
る
た
め
に
著
作
し、

若
し
く
は
編
集
す

る
こ
と。

 

 

七 

政
治
的
目
的
を
有
す
る
演
劇
を
演
出
し、

若
し
く
は
主
宰
し、

又
は
こ
れ
ら
の
行
為

を
援
助
す
る
こ
と。

 

八 

政
治
的
目
的
を
も
っ

て、

政
治
上
の
主
義
主
張
又
は
政
党
そ
の
他
の
政
治
的
団
体
の

表
示
に
用
い
ら
れ
る
旗、

腕
章、

記
章、

襟
章、

服
飾
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

を
製
作
し、

又
は
配
布
す
る
こ
と。

 

 

九 

政
治
的
目
的
を
も
っ

て
、

勤
務
時
間
中
に
お
い
て、

前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
着
用
し、

又
は
表
示
す
る
こ
と。

 



 

十 
 

い
か
な
る
名
義
又
は
形
式
を
も
っ

て
す
る
を
問
わ
ず、

前
各
号
の
禁
止
又
は
制
限
を

免
れ
る
行
為
を
す
る
こ
と。

 

（
府
の
区
域
外
か
ら
行
う
政
治
的
行
為）

 

第
三
条 
職
員
が
法
第
三
十
六
条
第
二
項
第
一

号
か
ら
第
三
号
ま
で
及
び
前
条
各
号
に
掲
げ
る

政
治
的
行
為
を、

電
話
を
か
け、

又
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
装
置
を
用
い
て
送
信
す
る
方
法
そ
の

他
の
方
法
に
よ
り、

府
の
区
域
外
か
ら
府
の
区
域
内
に
宛
て
て
行
っ

た
場
合
は、

当
該
政
治

的
行
為
は
府
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す。

 

（

懲
戒
処
分
等）

 

第
四
条 

任
命
権
者（

警
察
本
部
長
を
除
く。

以
下
同
じ。

）

は、

職
員（

こ
の
項
に
お
い
て、

教
育
公
務
員
特
例
法（

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一

号）

第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
教
育
公

務
員
を
除
く。

）

が
法
第
三
十
六
条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
て
政
治
的

行
為
を
行
っ

た
場
合
は、

法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り、

当
該
職
員
に
対
し、

懲
戒
処
分

と
し
て
戒
告、

減
給、

停
職
又
は
免
職
の
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る。

 

２ 

任
命
権
者
は、

職
員
の
う
ち、

教
育
公
務
員
が
同
法
第
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
そ

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
国
家
公
務
員
法（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号）

第
百
二

条
第
一

項
の
規
定
に
違
反
し
て
政
治
的
行
為
を
行
っ

た
場
合
は、

法
第
二
十
九
条
の
規
定
に

よ
り、

当
該
教
育
公
務
員
に
対
し、

懲
戒
処
分
と
し
て
戒
告、

減
給、

停
職
又
は
免
職
の
処

分
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る。

 

３ 

大
阪
市、

堺
市、

豊
中
市、

池
田
市、

箕
面
市、

豊
能
町
及
び
能
勢
町（

以
下「

各
市

町」

と
い
う。

）

が
設
置
す
る
学
校
の
職
員
の
う
ち、

府
費
負
担
教
職
員
が、

法
第
三
十
六

条
第
一

項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
教
育
公
務
員
特
例
法
第
十
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
そ

の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
国
家
公
務
員
法
第
百
二
条
第
一

項
の
規
定
に
違
反
し
て
政
治
的

行
為
を
行
っ

た
場
合
は、

各
市
町
の
教
育
委
員
会
は、

法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り、

当

該
職
員
に
対
し、

懲
戒
処
分
と
し
て
戒
告、

減
給、

停
職
又
は
免
職
の
処
分
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
る。

 

（

委
任）

 

第
五
条 

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か、

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は、

任

命
権
者
が
定
め
る。

 

 
 
 

 

附 

則 

（

施
行
期
日）

 

１ 

こ
の
条
例
は、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る。

 

（

職
員
の
懲
戒
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正）

 

２ 

職
員
の
懲
戒
に
関
す
る
条
例（

昭
和
二
十
六
年
十
一

月
八
日
大
阪
府
条
例
第
四
十
二
号）

の
一

部
を
次
に
よ
う
に
改
正
す
る。

 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る。

 

改
正
後 

改
正
前 

 
 

別
表（

第
二
条
関
係）

 
 

別
表（

第
二
条
関
係）

 
 



 

項 

非
違
行
為 

標
準
的
な
懲
戒

処
分
の
種
類 

（

略）
 

（

略）
 

（

略）
 

十
一 

法
第
三
十
六
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
違
反
し
て、

政

治
的
行
為 

を
す
る
こ

と。

 

戒
告、

減
給、

停
職
又
は
免
職 

十
二 

法
第
三
十
六
条
第
三

項
の
規
定
に
違
反
し

て、

政
治
的
行
為
を

す
る
よ
う
職
員
に
求

め
る
等
の
行
為
を
す

る
こ
と。

 
減
給、

停
職
又

は
免
職 

（

略）
 

（

略）
 

（

略）
 

 

項 

非
違
行
為 

標
準
的
な
懲
戒

処
分
の
種
類 

（

略）
 

（

略）
 

（

略）
 

十
一 

法
第
三
十
六
条
第
一

項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
違
反
し
て、

政

治
的
行
為 

を
す
る
こ

と。

 

戒
告
又
は
減
給 

十
二 

法
第
三
十
六
条
第
三

項
の
規
定
に
違
反
し

て、

政
治
的
行
為
を

す
る
よ
う
職
員
に
求

め
る
等
の
行
為
を
す

る
こ
と。

 

減
給
又
は
停
職 

（

略）
 

（

略）
 

（

略）
 

 

 
 



提 案 理 由 

 

職員に対して制限する政治的行為その他必要な事項を定めること

により、職員の政治的中立性を保障するとともに、府の行政の公正な

運営を確保し、もって府民から信頼される府政を実現することを目的

として条例を制定しようとするものである。 

 


